
 

 倫 理 審 査 委 員 会  
【２９年度－第２回】 

 

■ 日 時 ： 平成 2９ 年６月７日（水）18:00 ～ 19:05  

■ 場 所 ： ２階 応接室 

■ 委 員 ：  

○瀧川診療部長《委員長》 ○玉井看護部長《副委員長》 ○佐々木事務局長 

○内藤診療部長 ○菊地医長 ○奈良崎医長 

○佐々木薬剤科長 ○吉川看護部次長（医療安全担当） 

○石澤外部招聘委員 ○木村外部招聘委員 ○貫田事務局次長 

○松石経営企画課長（委員会事務局）  

欠席者  な し 

 

１ 議 題 

（１）審査事項 

 
①【 臨床研究 － 新規 】 
 

「禁煙行動変容ステージ移行調査 

～禁煙行動変容ステージに沿った無関心期・関心期の健診者に対する 

パンフレットによる禁煙誘導～」 

 

＜申出者：健診センター管理課 看護師 矢口 由香里＞ 

 
〔審査結果〕 

修正の上で承認 

  当院で本研究を実施することの可否について、研究計画書等の資料に基づき審査を

行った結果、研究の目的、対象者、実施方法、倫理的な配慮に関する事項等について、

いずれも倫理的・科学的な観点から妥当であると判定し、これを承認する。 

ただし、承認にあたり、別紙のとおり内容の一部を修正する。 

 

 
②【 臨床研究 － 新規 】 
 

「在宅酸素療法を受けている患者の生活体験に関する実態調査 

～生活体験を調査することで療養指導のポイントを明らかにする～」 

 

＜申出者：第一外来看護科 看護師 比留間 令子＞ 

 
〔審査結果〕 

修正の上で承認 

  当院で本研究を実施することの可否について、研究計画書等の資料に基づき審査を

行った結果、研究の目的、対象者、実施方法、倫理的な配慮に関する事項等について、

いずれも倫理的・科学的な観点から妥当であると判定し、これを承認する。 

ただし、承認にあたり、別紙のとおり内容の一部を修正する。 



 

 
③【 臨床研究 － 新規 】 
 

「洗浄業務終了後の内視鏡スコープの一般細菌・抗酸菌検査による実態調査 

～種類別に抽出したスコープの培養検査～（仮）」 

 

＜申出者：救急外来看護科 主任（看護師） 佐々木 雪枝＞ 

 
〔審査結果〕 

却  下（審査の必要なし） 

  研究計画書等を確認した結果、患者の同意等を得るものではなく、倫理的に問題と

なることもないと考えることから、当委員会として審査の必要はないものとする。 

 

 

 
④【 臨床研究 － 新規 】 
 

「小児科看護師に対する付添い家族の期待することの調査（仮案） 

   －付き添い家族におこなったアンケートから―」 

 

＜申出者：３階東病棟看護科 看護師 富永 美穂＞ 

 
〔審査結果〕 

修正の上で承認 

  当院で本研究を実施することの可否について、研究計画書等の資料に基づき審査を

行った結果、研究の目的、対象者、実施方法、倫理的な配慮に関する事項等について、

いずれも倫理的・科学的な観点から妥当であると判定し、これを承認する。 

ただし、承認にあたり、別紙のとおり内容の一部を修正する。 

 

 

 
⑤【 臨床研究 － 新規 】 
 

「心不全患者に対する緩和ケア介入時期の明確化 

～当科での緩和ケアへの取り組みについての実態調査～」 

 

＜申出者：４階西病棟看護科 看護師 齋藤 照美＞ 

 
〔審査結果〕 

承  認（条件付） 

  当院で本研究を実施することの可否について、研究計画書等の資料に基づき審査を

行った結果、研究の目的、対象者、実施方法、倫理的な配慮に関する事項等において、

対象者が過去に死亡した患者であり、家族の同意も取りにくい状況であることから、

院内での研究・発表に限定した条件付として、これを承認する。 

 



 

 

⑥【 臨床研究 － 新規 】 
 

「心電図電極貼付部の保湿剤使用効果 ～皮膚損傷の低減について～（仮）」 

 

＜申出者：手術室看護科 係長（看護師） 奥野 靖子＞ 

 
 

〔審査結果〕 

修正の上で承認 

  当院で本研究を実施することの可否について、研究計画書等の資料に基づき審査を

行った結果、研究の目的、対象者、実施方法、倫理的な配慮に関する事項等について、

いずれも倫理的・科学的な観点から妥当であると判定し、これを承認する。 

ただし、承認にあたり、別紙のとおり内容の一部を修正する。 

 

 

 

２ その他 

   来月の委員会開催日については、７月１２日（水）を予定し、審議案件が出た場合には

資料を事前配布する。 

 

 

 


